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外貨預金を題材とした教材の開発と実践

山田恵介1，愛木豊彦2，山路健祐3

2008年に学習指導要領の改訂が行われ，中学校数学科の「数と式」の第 1学年の学習内
容に，新しく「不等式を用いた表現」が加わった。そこで，この「不等式を用いた表現」
に，第 2学年の「文字を用いた式の四則演算」を関連させ，日常の事象を文字を用いて
考察していく教材の開発を行った。授業の題材は，外貨預金をした際に得する条件を文
字を用いた不等式で示すことである。本稿では，授業の内容と 2011年 3月に実践した結
果について報告する。
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1．はじめに

　OECDが行っている生徒の学習到達度調査
の 2009年調査（PISA 2009）（[1]）によると，
日本の数学的リテラシーの平均点は 529点で
あり，国別順位は 65カ国中第 9位である。こ
の結果は，OECDの平均 496点を上回り，上
位に入っている。一方，日本の順位は，2000
年調査第 1位，2003年調査第6位，2006年調
査第10位と年々下降している。これらの結果
から，PISA型学力と呼ばれる「実生活の様々
な場面で直面する課題に対して，知識や技能
を活用する能力」（[2]）がまだ十分に身につ
いていないのではないかと考えられる。そこ
で，実生活での事象を取り上げ，生徒達が日
頃学んでいる数学を生かせる場を作りたいと
考えた。
　また，2008年に改訂された中学校学習指導
要領数学科では，「数と式」領域に「不等式を
用いた表現」が加わった。そこで，学習指導
要領の完全実施に先立ち，「不等式を用いた表
現」の有用性を実感できるような教材を開発
することにした。これらのことを踏まえ，今
回の教材を外貨預金の損得に関する考察とし
た。その理由は次の 3つである。

　 1つ目は，生徒が外貨や預金に興味を持つ
と考えたからである。海外旅行をする際に外
貨との両替は必要不可欠である。そのため，
中学生でも外貨との両替に興味を持つと考え
た。また，外貨との両替には手数料がかかり
お金が減るいう点や銀行の利率でお金が増え
るという点から，どのような条件のときにお
金が増えるのかという数学的な興味・関心を
ひきだせるのではないかと考えた。
　2つ目は，今回の改訂で「不等式」が第1学
年の学習内容となったことである。[4]におけ
る内容の取扱いでは，「大小関係を不等式を用
いて表すことを取り扱うものとする。」とあ
り，前々回の学習指導要領とは大きく異なっ
ている。このことから，中学校における「不
等式」の指導のあり方は重要な研究課題であ
るといえる。そこで，不等式と外貨預金で得
する条件を関連させた新たな教材を開発した
いと考えた。
　 3つ目の理由は，次節でも示すように，外
貨預金で得する条件を考えていく過程で第 2
学年で学習する文字を用いた式の四則演算を
活用できることである。
　以上のように，複数の内容を総合して考え
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られる点や日常の事象を扱っている点から，
ここで示す教材を第 2学年の課題学習に位置
付けることが可能であると思われる。本論文
では，このような背景のもとで開発した教材
および実践について報告する。
　本論文の構成は，以下の通りである。第 2
節で題材，第 3節で授業展開，第 4節で実践
の概要を紹介する。そして，第 5節で実践結
果について考察し，最後に今後の課題を示す。

2．外貨預金について
　今年度は円が高騰し，「円高」という言葉を
よく耳にした。また，海外の銀行の方が，金
利が高いため「外貨預金」に注目が集まって
いる。まず，このような社会事情を背景とし，
「外貨預金」について考察した結果を紹介す
る。
　最初に，用語について説明する (表 1[3])。
・販売レート · · · 日本円を外貨にするときの
外貨の値段。
・買取レート · · · 外貨を日本円にするときの
外貨の値段。

表 1

従って，販売レートを a，買取レートを bと

し，x円を外貨に両替すると，

x ÷ a =
x

a

となる。これを日本円に戻すと，
x

a
× b =

b

a
x（円）

となる。
　これらの用語を用いて本教材では主に次の
問題について考える。

問題
すべての国の銀行の利率を p％として，x円
を外貨預金したとき，どの外貨でも「得」を
するのでしょうか？
(ただし，為替レートの変動はないものとす
る。)

（解答）
　外貨に両替する際の販売レートを a，買取
レートを bとする。
　日本 x円を外貨に両替すると，

x ÷ a =
x

a

となる。これをその国で預金すると，利率は
p％なので，

x

a
× 100 + p

100
=

100 + p

100a
x.

外貨から日本円に両替すると，
100 + p

100a
x × b =

100 + p

100

b

a
x（円）

となる。したがって，外貨預金をして得をす
るのは，

x <
100 + p

100

b

a
x

つまり，1 < 100+p
100

b
a
となるとき，外貨預金は

得をする。

3．授業展開について
　 3.1　授業の展開の工夫
　前節で示した問題をそのまま中学生に示す
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のは困難だと考え，為替レート表の提示，問
題提示の仕方を以下のように工夫した。
　まず，授業の導入部分では，表1を見せ，実
際には，多くの種類の外貨が存在することを
示す。その後，5種類の外貨と両替の説明を
するための 1種類の架空の外貨（ゴールド）
の販売レートと買取レートを載せた表 2を提
示する。これは，具体例をもとに計算してい
く際，種類が多いと計算量が増え時間がかか
ると考えたからである。また，最初に表 1を
示すことによって，生徒達は外貨の種類が増
えても簡単に計算できるようにするため，文
字式を用いると考えた。

表 2

　次に，問題を次のように例，問題 1と問題
2に分けて提示した。また，（解答）には，中
学校の学習内容にもとづく解法を示す。

例
日本円 10000円をゴールドに両替し，再び
日本円に戻したときいくらになるか。(ただ
し，為替レートの変動はないものとする。)

（解答）
　日本円 10000円をゴールドに両替すると，
販売レートが 100なので，

10000 ÷ 100 = 100.

よって，100ゴールドになる。また，ゴール
ドを再び日本円に戻したとき，買取レートが

80より，
100 × 80 = 8000.

よって，8000円となる。

問題 1
為替レート表から，両替後の金額が多い国の
順番に並べ替えなさい。(ただし，為替レー
トの変動はないものとする。)
（解答）
　例と同様な計算方法で各国の外貨の両替後
の金額を求める。
(米ドル)約 9332.18円
(イギリスポンド)約 8326.96円
(ユーロ)9220.62円
(韓国ウォン)約 6598.66円
(タイバーツ)約 7116.55円
　よって，両替後の金額は，米ドル，ユーロ，
イギリスポンド，タイバーツ，韓国ウォンの
順に多い。ここで，販売レートを a,買取レー
トを bと文字でおきかえると，両替後の金額
は，b

a
×10000円と表すことができる。さらに，

b
a
に着目すると，表 1において，常に a < b

であるから， b
a

< 1.したがって，外貨との両
替後は必ずお金が減ることがわかる。

問題 2
すべての国の銀行の利率を 13％として，1
万円を外貨預金したとき，どの外貨も「得」
をするのでしょうか？(ただし，為替レート
の変動はないものとする。)

（解答）
　問題1の計算方法に利率の計算を加えて，各
国の外貨預金を両替した後の金額を求める。
(米ドル)約 10545.43円
(イギリスポンド)約 9409.91円
(ユーロ)約 10419.75円
(韓国ウォン)約 7456.47円
(タイバーツ)約 8041.70円
　よって，外貨預金をしたとき，米ドルとユー
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ロが得をする。ここで，販売レートを a,買取
レートを bと文字でおきかえると，外貨預金
後の金額は，b

a
×1.13×10000と表すことがで

きる。したがって，1 < b
a
× 1.13となってい

る国において，外貨預金をすると得になる。
※問題 1，問題 2では，第 2節の問題の解答
のように利率や元の金額を文字でおいて考え
る生徒がいることも予測している。

3.2　授業のねらい
　ここまでに示したことを踏まえ，本授業の
ねらいを以下の 3点とした。

(a) 「販売レート」，「買取レート」の意味を
知り，外貨への両替の方法を理解する。

(b) 銀行の利率に応じて，為替レート表を
もとに，外貨預金が損か得かを判断で
きる。

(c) 銀行の利率や為替レートを文字でおき，
得する条件を文字式で表すことができ
る。

4．実践の概要
日程　　平成23年3月2日 (水)，3月3日 (木)，
対象　　岐阜大学教育学部附属中学校
　　　　 2年 2組（40名）
単元名　「外貨預金ってお得？！」
時間数　全 2時間

4.1　授業の概要
　各時間の内容を示す。
＜第 1時＞
　まず，外貨預金の仕組みや用語について理
解する。次に，架空の外貨ゴールドを例とし
て，日本円 10000円をゴールドに両替し，再
び日本円に両替する計算方法について全体で
確認する。ここで，日本円とゴールドとの両
替後にお金が減ったことから，実際の外貨で
も両替後にお金が減るのかを確かめる。そし
て，両替後の金額を比較し，両替後の金額が
大きい順に外貨を並びかえる。外貨との両替
には，「手数料」がかかるため，お金が減るこ
とを知る。また,表 1をもとにして，両替を

行ったとき，必ず両替後の金額が減る理由に
ついて考える。

＜第 2時＞
　日本円を外貨に両替し，再びそれを戻すと
必ずお金が減ることから，外貨預金をしたと
きは，「得」なのかについて考える。この時間
では，第3節の「問題2」をもとに利率や元に
なる金額を固定して考察する。また，「利率」
や「為替レート」を変数として捉え，「得」に
なる条件を文字式を利用して式で表し，一般
化する。

4.2　活動の様子
　＜第 1時＞
　外貨預金という言葉を初めて聞く生徒がほ
とんどで，外貨預金の仕組みやそれに関わる
用語を理解することに時間がかかった。しか
し，多くの時間をかけ全体で確認したことや
机間指導で両替の計算方法について詳しく説
明したことで，ほとんどの生徒が外貨と日本
円との両替の計算方法を理解し，各外貨との
両替を行うことができた。また，それぞれの
外貨で同じような計算を何度もすることで，
両替後の金額を文字で一般化した式で表す生
徒の姿が見られた。
　全体交流では，まず，1万円を具体的な国
の通貨に両替し，戻したときの金額の大きい
順番に並びかえた。その後，他の外貨でも両
替後の金額がすぐに求められるように，販売
レートを x，買取レートを yと，文字を用い
て，両替後の金額を 10000 y

x
と一般化するこ

とができた。また，「両替後にお金が減る理由
をこの為替レート表から説明できるか。」と
いう教師の発問に対し，ある生徒が販売レー
トと買取レートに着目し，「販売レートの方が
買取レートよりも数値が大きいため， y

x
< 1

になるから両替後のお金は少なくなる」と説
明することができた（図 1）。
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図 1　生徒の学習プリント

　＜第 2時＞
　まず，第 1時のまとめを振り返り，両替後
の金額を文字で表せることを確認した。そし
て，外貨預金についての具体的な問題を提示
した。問題提示後，生徒の多くが利率という
言葉の意味や，その計算方法を知らなかった
ため，テープ図をもとに利率や計算方法の説
明に時間をかけた。その後，タイバーツを例
としてとりあげ，外貨預金後の金額を求める
ための計算方法を全体で確認した。そして，
他の外貨の場合は得するのだろうかと教師が
課題を投げかけ，個人追究に入った。
　個人追究では，第 1時で文字を用いて一般
化したこともあり，具体的な計算をする生徒
ばかりでなく，最初から得する条件を文字で
表し，計算する生徒の姿も見られた。
　全体交流では，最初に具体的な数値をもと
に各外貨の損得を分類した。その後，「得する
かを簡単に判断する方法はないか。」という教
師の発問に対し，ある生徒Mが，「（買取レー
ト）/（販売レート）が1÷1.13より大きければ
よい」と発言した。この発言は正しいが，生徒
のほとんどは理解できなかったため，「M君の
言っていることは正しい」と断言し，その理
由を考える展開にした。その理由を説明する
ために，「外貨預金後の金額を文字で表すこと

ができるか」と生徒に意見を求め，第 1時と
同様に販売レートを b，買取レートを cと文字
でおき，外貨預金後の金額を c

b
×1.13×10000

と表した。そこから，M君の発言が正しい根
拠を引き出そうとしたが，不等式の性質を十
分に学習していないため，生徒達だけではう
まく説明できなかった。そこで，その根拠を
授業者が説明し，全体で確認した。

5．考察
　 5.1　アンケート結果
　アンケートの結果を報告する。アンケート
の項目が記述式のため，一部抜粋して紹介す
る。また，百分率の数値は小数第 1位を四捨
五入している。
1.１万円を日本円からスイスフランに両替し，
再び日本円に両替したとき，いくらになるで
しょうか？（ただし，為替レートの変動はない
ものとする。）
　この問題の正答率は96％であった。ほぼ全
ての生徒が日本円と外貨との両替において，
為替レート表から必要な値を読み取り，式を
立て，両替後の金額を求めることができた。
2.今回の授業の中では、文字を使って考える
ことのよさは何だと思いましたか？
・いつでも言えることや，より簡潔に言える
ということ。
・文字でおくことによって，10000円でも 100
円でも計算することができる。
・1つ 1つ確かめなくても，文字でおくこと
でどんなときでも言え，より簡潔に表すこと
ができる。
3.外貨預金の利率が13％のとき，１万円をス
イスで外貨預金すると，「得」をするのでしょ
うか？（ただし，為替レートの変動はないもの
とする。）
　この問題の正答率は 81％であった。また，
正解した生徒のうち 76％は具体的な数値を
もとに計算から外貨預金後の金額を求め，損
得を判断していた。
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4.授業の感想
・難しかったけど，とてもためになった。
・2時間目の授業が難しかった。
・日常のことと数学をつなげて考えられたの
で楽しかった。
・分からないところがあったのでもう一度やっ
てみたい。
・数学が生活に活かせると感じた。
・日常のことからでも数学の学習ができると
思った。
　 5.2　ねらいに対する考察
　本授業におけるねらいの達成度について考
察する。
(a)第 1時の授業の様子，学習プリントの計算
過程，アンケート 1に対する正答率から，ほ
ぼすべての生徒が「販売レート」，「買取レー
ト」の意味を知り，それらを用いて，外貨と
の両替の仕方を理解できたと考える。
　また，第 1時の全体交流において，表 1か
ら，両替後にお金が減る理由を生徒の間で確
認することができた。よって，このねらいは
達成できたと考える。
(b)最初は，「利率」という言葉に戸惑ってい
たが，授業の導入にテープ図を用いて丁寧に
説明したこともあり，多くの生徒が両替や利
率に関わる計算式を立て，外貨預金後の金額
を求めていた。そして，具体例をもとに計算
した金額から，外貨預金の損得を判断してい
た。
(c)第 1時では，多くの生徒が販売レートと買
取レートを文字でおき，両替後の金額を一般
化して表すことができた。一方，第 2時の活
動では，第 1時の計算過程に利率が加わった
ため，計算が少し複雑になり，外貨預金後の
金額を文字で表しきれない生徒の姿が多く見
られた。全体交流では，外貨預金後の金額を
文字を用いて一般化し条件式を導いたが，生
徒の反応からこの条件式の意味を正しく理解
しているかどうかは曖昧である。また，アン
ケート 3では，外貨預金の損得を判断すると

き，一般化した条件式ではなく，具体例から
の計算をもとに判断していた回答がほとんど
であった。よって，このねらいは十分には達
成できなかったと考える。

6．今後の課題
　今後の課題は2点ある。1点目は本授業の見
直しである。今回の教材開発では，日常生活
の事象を中学校での数学の既習内容を用いて
考えていくために適していた題材と考え，外
貨預金を取り上げた。しかし，授業での発言
やアンケートの結果から，外貨預金という言
葉以前に，銀行に利率があるということや手
数料という言葉の意味を全く知らない生徒が
多くいた。そのため，今回の授業では，教師
の説明不足から，言葉の理解に時間がかかり，
全体交流で文字を用いた条件式の良さを十分
に味わうことができなかったように感じた。
また，実際の数値のままの為替レート表を用
いたため，電卓を使っても計算に多くの時間
を費やした。これらを踏まえ，中学生はどの
程度の知識があるのか授業の前に確認し，授
業の導入を構成し直したい。また，レート表
の数値についても見直したいと考える。
　 2点目は，新たな教材の開発である。今回
の実践では，授業後のアンケートに「日常生
活のことを数学を使って考えられて楽しかっ
た」等の意見が多くあった。数学の楽しさ，有
用性を実感できるように，通常授業の教材研
究と合わせて，今回のような日常生活の事象
を題材とした教材を開発していきたい。
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